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 ⾻芽細胞分化のマスター遺伝⼦である Runx2 は、⾻形成を促
進する⼀⽅で、軟⾻細胞の成熟をも促進し軟⾻基質を破壊する
ため、治療薬の無い変形性関節症の原因遺伝⼦と考えられてい
る。 

本研究は、軟⾻細胞に特異的な Runx2 のエンハンサーの活性
化機構の解明とともに、軟⾻細胞での Runx2 発現を特異的に抑
制する化合物をスクリーニングし、変形性関節症の治療薬創製
に結び付けるものである。加えて、複数のエンハンサーによる
Runx2 の協調的発現制御機構の解析を⾏い、エンハンサーによ
る遺伝⼦発現制御機構の理解を深化させる学問的意義も併せて
持っている。 

本研究計画は、応募者のこれまでの Runx2 に関する研究活動
に裏付けられており、⼤きな研究成果と社会的インパクトが期
待できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


